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Occurrence of many medusae of Turritopsis nutricula (Cnidana, Hydrozoa,

Anthomedusae) in Kagoshima Bay, Japan, with some observations on rejuvenation

Mitsuko Chikuchishinl and Shin Kubota2

Honko-Shinmachi, Kagoshima City, Kagoshima, 892-0814 Japan

2 Seto Marine Biological Laboratory, Kyoto University, Shirahama, Nishimuro,
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Abstract. On Nov. 5, 2002 more than 200 medusae of Turritopsis nutricula (Hydrozoa,

Anthomedusae, Clavidae) were collected in Kagoshima Bay. Most of them were well-grown or

possibly mature, and they differ in some respects from conspecihc medusae from Kagoshima Bay

described by Bigelow (1913) and also from T. nutricula in northern Japan. A description is given

based on 10 larger specimens. One medusa could be parasitized by up to 100 or more trematodes.

One out of 10 immature medusae with fewer than 30 tentacles degenerated and, following this

species'usual course of rejuvenation, formed a hydroid that grew to consist of three zooids at 20 C;

a month later this hydroid colony disappeared without releasing medusae. One large individual

medusa was cut in half, and one half was further cut into two quarters, but these three pieces did not

rejuvenate.

Key words: Description, Kagoshima Bay, rejuvenation, Turritopsis nutricula.

(要約)

2002年11月5日に,鹿児島湾から200個体以上の大形のベニクラゲ(成熟が近い雌らしき個体

を含む,最大傘径4.38 mm,最大傘高4.13 mm)が一度に採集され,大形の個体を10個体選んで

計測した.触手は最大で82本が傘縁に生じており, -一見すると既知の北日本に産する大形個体
に類似していた.しかし、触手が1環列である点で,鹿児島湾からかつて一度だけ報告された

個体を除く南日本に分布するべ二クラゲと同じであった.未成熟の10個体で若返りがおこるか

飼育して調べた結果, 1個体のみポリプ群体に若返ったが,その群体にはわずか3個虫しか形成

されず1ケ月後に退化消失した.なお,中隊内に100個体以上もの多数の吸虫類が寄生したクラ
ゲ個体も見られた.

連絡先:久保田信, shkubota@medusanpolyp.mbox.media.kyoto-u.ac.jp
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鹿児島湾産ベニクラゲとその若返り

はじめに

わが国から知られるベニクラゲTurritopsis

nutriculaMcCrady (ヒドロ虫網,花クラゲ目,

クラバ科)には,最大で傘の直径が10mm程

度に達し, 196本に達する多数の触手が2環

列に並ぶ特徴をもち,北日本に産する大形

の個体が知られている(Yamada and Nagao,

1971;久保田・水谷,2003).最近,奇形ではあ

るが,瀬戸内海でもこのような大形の成熟個

体が発見された(久保田ほか,2003).また,

かつてBigelow (1913)が記載した鹿児島湾

産のクラゲも南日本産であるものの大形の個

体の特徴を示した.今回,鹿児島湾から一

度に200個体以上のベニクラゲが採集され,

これらには一部未成熟個体も含まれるが,多

くはよく成長した,あるいはほぼ成熟したも

のであった.これらを検査した結果,上記の

ような北日本型のものとは異なる形態学的特

徴を示した.しかし,これらは久保田(未発

表)が得ている南日本産の各地の成熟クラ

ゲよりはるかに大形で触手数も多かった.

本報告では,今回採取したベニクラゲのう

ちの大形の10個体を選んで記載する.また,

扇形動物門吸虫類の多数個体の寄生が見ら

れたのであわせて報告する.加えて,触手が

30本未満の未成熟個体を飼育し, "若返り"

が見られるか調べた.大形個体では,体をメ

スで切り分けて若返りを調べた.若返ってポ

リプにもどったものについては,退化消滅す

るまで飼育・観察したので,これについても

報告する.

材料と方法

鹿児島市北埠頭で2002年11月5日に目視に

より発見した約200個体のベニクラゲをタモ

網や柄杓ですくって採集した.これらは直ち

に水族館-持ち帰り,実体顕微鏡で形態を

観察の後,麻酔してよく体を伸張させた上

でホルマリンで固定した.これらのうちで大

きなものは,固定する前に傘の大きさと触手

数を測定し,吸虫類の寄生数もチェックした.

若返りについては,触手が30本未満の未成

熟な10個体とよく成長した大型の1個体で調

べた.大形の1個体では体を切り分けた断片

で若返りがおこるか調べた.切り分けの方法

は,鋭利なカミソリでまず体を縦切にし,そ

の半片をさらに半分に縦切し, 1個体のクラ

ゲから1/2体を1片, 1/4体を2片切りだし,各々

を小形のシャーレに収容して観察した.シー
レは,直径9cmのプラスチック製で,水族館

前で汲み,濠紙で波過した天然海水で,エ

アレーションなしで,水温を20-Cに保ち止水

飼育した.若返ったポリプ群体には, 2-3日

に1回,貯化したてのアルテミア幼生を与え,

その数時間後に換水した.飼育・観察は材料

が消滅するまで継続した.

結果と考察

(1)鹿児島湾産のほぼ成熟したべ二クラゲ

の形態

成熟に近いか,ほぼ成熟し雌と推定され

るような大形の10個体について傘の大きさと

触手数を測定した(表1).傘径は,通常,傘

高よりも大きな値を示したが,同じ値を示す

個体も見られた.傘の大きさの最大値は,傘

径が4.38mm,傘高では4.13mmであった.ま

た,触手はすべて1環列で,最高82本生じて

いた.多くの個体に吸虫類が寄生し,多いも

のだとクラゲ1個体あたり100個体ほどの吸虫

類が中隊内に見られた(図1).表に示さなか

った別個体では, 100個体以上の吸虫類が寄

生していた.吸虫類が多数寄生しても,クラ

ゲの形態には影響を与えないと思われる.

今回検査した個体は　Bigelow (1913)が
鹿児島湾産のベニクラゲとして記載した雌個

体(傘高4mmで触手数も89-91本)と同じ大

きさで,触手もほぼ同数である個体が多数み
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Table 1. Turritopsis nutricula from Kagoshima Bay,

Kagoshima Prefecture, Japan, with trematode

parasites.

傘径　　傘高　触手数　性り　吸虫の寄生した貯'
(mm)　(mm)

UD UH NT Sex No. of trematodes

parasitized

4.25　　　3.25

4.38　　　3.75

4.13　　　4.13

3.75　　　3.50

3.75　　　3.50

3.75　　　3.13

3.63　　　2.75

4.00　　　3.50

4.00　　　3.50

3.50　　　3.34
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UD: umbrellar diameter. UH: umbrellar height. NT: no.

of tentacles.

I-F?:此酎固体と推定possibly female.?:性は不明sex
undetermi nable.

2)++:吸虫類が1ト100個体まで寄生Between l】 and

100 trematodes present. +: 10個体まで寄生From one
to ten trematodes present. -:寄生なしNo trematodes

present.

Fig. 1. A well-developed medusa of Turritopsis nutricula

from Kagoshima Bay, Kagoshima Prefecture, Japan,

with many trematode parasites in the mesogloea.

られたが,触手がすべて1環列であることで

両者の形態が明らかに異なっていた.このこ

とは,鹿児島湾では,北日本や瀬戸内海で

みられるようなもの(YamadaandNagao,1971;

久保田・水谷, 2003;久保田ほか,2003)とは

異なるものが初めて記録されたことになる.

ただし,今回のものは成熟個体に近いと推定

されるものの,さらに成長する可能性もない

わけではなく,今後の調査研究が必要である.

逆に,北日本でも南日本で見られるようなよ

り小形のベニクラゲの存在(久保田,未発表)

がないのか調べる必要もある.

(2)若返りとその後のポリプ群体の成長

未成熟な10個体のベニクラゲのうち1個体

が,飼育を開始して1週間後に飼育容器の底

に沈み,退行し始めた.早くもその翌日には

丸まった塊から数本のストロンを伸張した.

しかしながら,その後のこの群体の成長は芳

しくなく,ただ3個虫のみを形成し,約1ケ月

後に消滅した.

一方, 1個体の大形のクラゲのどの断片も

若返りも再生も起こさなかった.

以上のように,若返りが進行しても前報

(築地新・久保田, 2003)で報告した鹿児島

湾産の未成熟な1個体のべこクラゲと同様,

群体にクラゲ芽が形成されることが容易には

起こらなかった.
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